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が、そんなことではとても消すことはできま

せん。猛火に包まれ逃げ遅れた先生はお

庭にあった池に飛び込み、火の粉を浴び

る中、熱水をかぶって一晩を過ごし精華が

灰燼に帰するのを半死半生の中で見守っ

たそうです。

　またその当時、天皇は神様でしたから

写真といえども損傷させたら死にも値する

ものでした。真田賢吉先生は、天皇・皇后

の写真、勅語を背負い火の中を潜り抜け

ながら浅間さん（浅間神社）に逃げ御真

　第二次世界大戦が終結して77年が経ちましたが、ロシア軍のウクライナ侵攻に見られ

るように今だ戦争の惨禍は消えることがありません。ここに掲載する文章は、静岡精華高等

女学校（1948̃静岡精華高校）の生徒として戦中戦後を生きた卒業生である勝又千代子

さんが、２年前の2020年に杉原桂子理事長（当時は同窓会長）へ寄せたものです。自分た

ちの戦争体験を書けるうちに書いておかねばという強いお気持ちが伝わってきます。同窓

生のみなさんへ残そうとされたものですが、静岡精華学園の全ての者が読むべきものと考

え、勝又さんの許可をいただきここに掲載させていただきます。       （2022秋号  編集部）

2023年春号を発行するにあたり、引き続き「空襲と飢餓に耐えた戦時の女学生たち」を

掲載させていただきます。（編集部）
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勤労報国隊  住友プロペラ工場にて（昭18）

二

（秘密兵器を作る日々）

静岡大空襲
　空襲は益 激々しくなり被害も大きくなりま

したが、ついに1945（昭和20）年6月19日

～20日未明のB 29爆撃機１２３機による静

岡大空襲によって、街は焼け野原になりま

した。

　当夜、校長先生は学校を守るため駆け

つけましたが、市の中心部にあった精華は

火の海となりバケツで消火したりしました
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高橋正子さん
「空襲警報が鳴り防空壕（国の命令で各

戸で壕を掘り空襲時にその中に避難す

る）に布団をかぶって入ったが、火の手が

迫り安倍川に逃げ土管の中で一夜を過ご

した。明け方、自宅に帰る道には黒焦げの

死体が折り重なって続いていた。」

小野田れい子さん
「火の中を逃げ回り、母と弟を亡くした。目

の前で乳母車を押していた知らないお婆

さんが火の竜巻の中に舞い上がり、怖

かった。」

佐野文子さん
「警報と同時にガラス窓に真っ赤な火の

手が見え、家族と布団をかぶり海の方へ

逃げたが前方も火の海で、前の人が焼夷

弾の直撃を受け燃えながら逃げていた。

川の中に入り一夜を過ごした。明るくなっ

て川から上がると、モンペの中から血を

吸ったヒルがポトリと落ちた。大通りの焼け

焦げたバスの下には黒焦げの死体が、ま

た、マンホールに入れば助かると思ったの

か蓋の空いたマンホールの中に大勢の人

が死んでいた。」

青木房子さん
「今のセノバの向かいに住んでいて、始め

は防空壕に入っていたが火に囲まれ危な

くなったので北街道を清水方面に一家で

逃げた。途中で在郷軍人の人なのか、軍

刀を持った人が刀を振りかざして立ちふさ

がり『逃げるとは卑怯者だ。引き返して消

火しろ』と怒鳴り怖い思いをした。練兵場

（今の城東町）に逃げたが、焼夷弾がバラ

バラ落ちてきて危ないので更に市立高校

の方へ逃げた。」

　　　　　　　　　  2023年秋号に続く

 ●次号の内容（抜粋）

　川に架った橋の下で水につかりながら

B29が悠 と々飛んでいるのを口惜しい思い

で見ていました。空襲の赤い炎にくっきりと

浮かび上がり、高射砲の弾も届きません。

翌朝、焼け焦げて…

　突然、「ドッカーン」と物凄い音がしまし

た。振り返ったらK君がのけぞり…

上のQRコードから前号空襲と飢餓に耐えた戦時
の女学生たち（秘密兵器を作る日々 ）その1をご覧
になられます。

影を守ったそうです。

　落ち着いた佇まいの校舎は全焼し、蔵

書の数を誇り私たちに読書の楽しみを十

分与えてくれた図書館の膨大な本も、３

台のピアノもみんなみんな焼けてしまいま

した。

　この大空襲で静岡市民は２千人が亡く

なり、精華の生徒も３人が亡くなりました。

僅かに高いビルがポツンポツンと残っただ

けで、大浜海岸まで見えました。

　先輩から聞いた一つのエピソードがあ

ります。戦中に物資の乏しい日本は武器

や弾薬の材料が枯渇しました。日本中の

家庭から鍋釜、門、塀からお寺の鐘、銅

像まで供出させられました。今、玄関にあ

る初代校長先生の銅像もお庭にあった

のを供出することになり、生徒一同の「バ

ンザイ、バンザイ」の声に送られて供出さ

れました。そしたら戦後、お庭にあったお

蔵の中に供出されたはずの銅像があった

という痛快な出来事を知りました。

空襲体験を聞く
　同級生たちに空襲の体験を聞きました。

　※2011年の同期会の折に参加者にア

ンケート形式で書いていただいたものの

一部です。
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　日頃、静岡精華学園の教育活動に対

し、多くの皆様のご配慮とご支援をいただ

いておりますことに心より感謝申し上げま

す。本学園の創設者である杉原正市は

「時代に即応する新しい女性の育成」とい

う理念を掲げ、静岡県における女子教育

のパイオニアとして明治36（1903）年、本

学園の前身である私立静岡精華女学校

を創設しました。その後、本学園は「時代

に即応する新しい人材の育成」を建学の

精神とし、静岡県内では伝統ある教育機

関として今日まで歩んでおります。

　本学園は私立学校ならではの特色ある

理念に基づき、これまで百十有余年間に

わたり優秀な人材を社会に送り出してま

いりました。教育は人なりと申します。学園

報でご紹介しましたように、本学園は園児

生徒学生一人ひとりの人格と個性を大切

に、すべての若者たちが生き生きとした学

園生活を過ごすことができるよう教職員の

一人ひとりが真剣に教育活動に携わり、

学園を支えております。

　こうした伝統をさらに継続するために

は、少子化という社会情勢を踏まえ長期的

な安定した財務基盤が欠かせません。そこ

で卒業生の皆様、企業・団体でご活躍の

皆様におかれましては、趣旨にご理解を賜

り、本学園へのご寄付を賜りたくお願い申

し上げます。皆様からお寄せいただいたご

寄付は学園の教育環境の一層の充実に

活用させていただき、本学園ならではの良

き伝統を今後も継続してまいります。

「時代に即応する新しい人材の育成」をめざして
未来に向かって着実に歩みつづけます

令和5年4月吉日
学校法人静岡精華学園理事長

学校法人静岡精華学園へのご寄付のお願い

募金事業内容

お申込みに必要な項目 税制上の優遇措置にいて

●目的　教育環境の充実
●使途 ● 静岡福祉大学教育環境整備募金  ● 静岡大成中学高等学校教育環境整備募金  ● 静岡精華幼稚園教育環境整備募金
 ● 使途を限定せず
●寄付金額　1口3,000円以上（口数にかかわらずお受けさせていただきます）
●お申込み方法
 ● 下記宛にメール等でお申込みください。お知らせいただいたご連絡先に振込先のご案内等をさせていただきます。
 ● ホームページを通じた申込みも可能です。サイトアドレス：https://s-seika.jp/
●寄付者のご芳名は静岡精華学園報でご報告させていただきます。（公表を希望されない方は「匿名希望」と表記）
〒425-0063  静岡県焼津市本中根549-1  学校法人静岡精華学園  法人本部
電話：054-656-2100　メール：honbu@suw.ac.jp

本学園は文部科学省より特定公益増進法人の証明書の交付を
受けていますので、個人様の場合、寄付金に対しては以下のよう
に所得から控除され、税法上の優遇措置を受けることができます。
その年中に支出した寄付金－2千円を所得より控除。なお寄付金
の額は総所得の40％が限度となります。

遺贈・相続による寄付のご紹介

財産を引き継いだので母校の支援に使いたい、個人の遺志を母
校に届けたいといったお気持ちを受けとめるためにご相談に応じ
ております。お気軽に法人本部までご連絡ください。

❶氏名    ❷フリガナ    ❸郵便番号と住所    ❹電話番号
❺生年月日    ❻メールアドレス    ❼寄付金額    ❽寄付金の使途
❾本学園とのご関係

　　　□卒業生　□保護者　□教職員　□その他
10ご芳名の掲載

　　　□承諾する　□匿名を希望する
11「静岡精華学園報」の送付

　　　□希望する　□希望しない

※ご寄付に際して提供いただきました個人情報は、ご寄付に伴う目的にのみ使用し、許可なく第三者に提供することはありません。
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入学式（大）

入学式（中・高）

始業式（幼・中・高）

入園式（幼）

春の遠足（幼）

オープンキャンパス（大）

PTA総会（幼）

㊗昭和の日

㊗憲法記念日

㊗みどりの日

㊗こどもの日

PTA総会（中・高）

家族遠足（幼）

修学旅行（中）

修学旅行（中）

修学旅行（中）

開校記念式典（中・高）

防災訓練（中・高）

オープンキャンパス（大）

交通教室（幼）

桜凜祭（中・高）

後援会（大）

スターライトクラス体験会（中）

七夕の集い（幼）

第1回園児募集説明会（幼）

オープンキャンパス（大）

オープンキャンパス（大）

㊗海の日

年長お泊り保育（幼）

終業式（中・高）

精華夏まつり（幼）

中1イングリッシュトレーニング（中）

職員研修会（中・高）

オープンスクール（高）

㊗山の日

オープンキャンパス（大）

第2回園児募集説明会（幼）

クラス意見発表会（中・高）

祖父母参観（幼）

学校説明会（中）

(祝)敬老の日

前期卒業式（大）

㊗秋分の日

オープンキャンパス（大）

新体力テスト（中・高）
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始業式（幼・中・高）
引渡し訓練（幼）

オープンキャンパス（大）
オープンスクール（高）

高3就職セミナー（高）
卒園生の集い（幼）

遠足（中・高）
こいのぼりの集い（幼）

静岡福祉大学見学会（高）
年長お泊り保育（幼）

中1イングリッシュトレーニング（中）
学校説明会（中）
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注：（幼）＝幼稚園 （中）＝中学校 （高）＝高校 （大）＝大学  行事の予備日については各組織にお問い合わせください

令和５(2023)年４月～令和５(2023)年９月 学校法人静岡精華学園行事予定表

人間形成教育を基盤として、だれもが安心し
て暮らせるユニバーサルな福祉社会を構築
し、さまざまな分野で地域の発展に貢献する
人材の育成を目指しています。

静岡福祉大学
生徒一人ひとりの進路希望を大切にする総
合選択制。自分の進路希望に応じた選択科目
を50科目以上から選択し、進路希望実現に
向けて学習します。

静岡大成高等学校
たくさんの遊びを通して経験・体験の幅を広
げようとしている幼稚園です。経験・体験の豊
富な蓄積は、子どもたちの学びと育ちの大事
な土台です。

静岡精華幼稚園
時代に適したスターライトクラスに加え土曜学
習などといった主体性のあるプログラムを通じ
本校ならではの意志のある教育を展開してい
ます。

静岡大成中学校

編集後記

backnumber
R3 Vol.01

S E I K A

　３月にマスクは個人の自由となったのにほとんどの人が着用している。曰く、「人に不快な思いをさせたく
ない」「人に迷惑をかけたくない」　
　これを一部の識者たちは「他人の目ばかり気にする日本人」と否定的に説く。しかし、これは親はもちろん
学校でも力を入れて教えてきた大切な道徳だ。この道徳が浸透しているから日本は安心して暮らせる国なの
だ。私たち教師も日本の学校の力に自信を持とう。ただ、理屈に合わないことは毅然として排除する「合理精
神」はもっと重視した方が良いと思う。不合理な戦争をして破滅した反省から戦後日本の教育はスタートし
たはずだ。
　この学園報にもあるように学園内の各学校が新しい取り組みに挑戦している。感染症の流行拡大による異
常事態は終わりそうだが、教育現場にはコロナ禍の中にまた課題が一つ生まれたようだ。       （編集部 S・W）
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R3 Vol.02 R4 Vol.03 R4 Vol.04
バックナンバーをご覧になりたいお方はQRを。


